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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】風力発電装置で現用機の主流は３枚翼のプロペ
ラ型であるが機器コスト、建設コスト、発電コスト共に
高価であり、又強風地帯での運用が限定される。一方垂
直軸では大容量発電はダリウス式で一部稼働しているが
効率が悪く、自己起動力も弱い。当発明では直線翼垂直
型を数十枚有する揚力型と風力捕獲器を多数有する円筒
形回転体で発電する抗力型を連動させて高出力を得るよ
うにし、揚力型の翼設定角度の改善と、多翼化による、
自己起動力の増加と発電能力の向上を計った。
【解決手段】（１）揚力型の回転半径を抗力型の回転半
径の５倍とすることで、連動がスムーズに行えるようし
、一体化を実現（２）揚力型の初動時の自己起動力を抗
力型が補う。（３）揚力型の回転しすぎを抗力型との連
動でコンピュータなしで抑制する。これにより、原野砂
漠などに簡単な据付で低コスト大容量発電を可能とした
。
【選択図】図１－１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
垂直軸揚力型翼と抗力型翼を有するハイブリッド型風力発電装置において量産及び大容量
発電が可能な、しかも建設コストが安い構造の風力発電装置（Ｗ４－２－１，Ｗ４－２－
２，Ｗ４－２－３）
【請求項２】
揚力型翼の回転半径を大きくするために、中心軸の負荷を軽減する「回転フレームと固定
レールとのレール接続
【請求項３】
大型及び超大型の自己起動力を高めるため、初動時電動車輪を用いること。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
風力を用いて発電する分野
【背景技術】
風力発電において世界中で、稼動しているのはほとんど、プロペラ型の水平軸発電装置で
あり垂直軸ではダリウス式が少し稼動しているだけでもう一つの直線翼は数ＫＷの小型が
少し運用されているのにすぎない。
【先行技術文献】
　原発に替わる「大容量、低コスト発電」に関するものはない。
【発明の概要】

【発明が解決しようとしている課題】
（１）現在運用されているプロペラ型は幾何学的短所から、強風に弱く、風速２５ｍ／ｓ
～３５ｍ／ｓでも稼動する新装置。
（２）幾何学的短所からこれ以上の出力を得にくく、高出力用に翼長１００ｍ前後を目ざ
すためには、硬質プラスチックの質を上げコスト高に対応せざるを得ず、限界に近ずいて
いる
（３）ナセルが高所にあるので運用コスト、建設コストが高く、これ以上のコスト削減は
、やはり限界に近くなっている
（４）一方、垂直軸の高出力はダリウス式で一部実現しているがダリウス式は図１－１に
示すように、形状から
（イ）得られる揚力の発電に帰与する回転方向の分力が小さいため、高出力を目ざして翼
を長く（１００ｍ）しても慣性質量の増大に対応し切れず、稼動率は極めて悪い
（ロ）上記理由及び翼の迎え角などの理由で、強い風でないと稼動せず、自己起動力も極
めて小さい。
（（イ）（ロ）は直線翼垂直軸風力発電装置にも言えることで、そのため直線翼は数ＫＷ
～数十ＫＷしか実現していない。）
（５）原発に替わる風力発電装置を作るために、今までの既成概念では、高出力低コスト
の飛躍的進展は望めない。全く新しい型の新装置を開発する必要がある。
【課題を解決するための手段】
図１－１に垂直軸（ダリウス型直線翼型）の現用機が何故高出力が実現出来てないのかの
理由を図解。
図１－３に迎え角の多様状態を持つ多翼（８枚以上）の改良型（図１－１の理由からθ＝
４５°）を示す。
図５－１にプロペラ型と垂直軸の発電能力の比較のため、回転モーメントの総和を図式化
。
（実際の比較のためにはｘ・５ａ）とｘ・５′の測定値が必要）
（イ）図１－１から翼の設定角度θ＝４５°により揚力の回転方向の分力を大きくする
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（ロ）図１－３に示すような揚力型翼の迎え角の多様状態を作り自己起動力を上げる。
（ハ）（イ）（ロ）により８枚翼で１０Ｋｇｗ・ｍの回転モーメントと回転半径３ｍで周
速（時速５４Ｋｍ）の高速回転を実現した。
（ニ）図２－１に図１－３に示す量産型据付型風力発電装置（Ｗ４－２－１）の水平方向
断面図を示す。
図３－１にさらに大型のＷ４－２－２型の全体概要図を図４－１に超大型のＷ４－２－３
型の全体概要図を示す。
（ホ）Ａ部はＢ部の自己起動力を高めると共に、コンピュータ制御なしでも、Ｂ部の回り
すぎをＡ部が抑え、破壊から装置を守る
（ヘ）Ｂ部の回転半径は、風速以上で回らない抗力型Ａ部の回転半径の５倍以上にする
（ト）そのため、Ｂ部の回転半径は大きく、大型ともなれば数十ｍとなり、従来の中心軸
で支える方法では崩壊するため、図１－２、図２－１　図３－１　図４－１に示すレール
接続で、装置を強風に耐えるようにする。
（チ）超大型、大型では、初動時電動車輪を用いる
抗力型Ａ部揚力型Ｂ部共に、素材はＰＥＴ樹脂（ペットボトル状細胞をつなぎ合せ）要所
にＤＰ７８０の細いパイプで補強した物で製作するので、軽く、格安で出来る。プロペラ
型のようなコンピュータ制御や、高価な硬質プラスチックが不要で、据付工事も簡単なた
め建設コストは安い。又、ナセルが地表近くにあり、メンテナンス、運用がたやすく発電
コストも下げることが出来る。
いずれも軽量で強風に強いので、洋上での浮体式で大きな力を発揮する。
【発明の効果】
強風に強く、格安な素材で出来、建設費も（ほとんど据置きに近いため）格安なので、シ
ベリアやパタゴニアの強風地帯の原野が、大規模水素製造地帯へと変身する。地球温暖化
もストップ。北京上海

から解放される。海上型も軽量なため低コスト大容量発電が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１－１】ダリウス式及び直線翼垂直軸式の問題点と改良点
【図１－２】量産型全体概要図（Ｗ４－２－１）
【図１－３】揚力型水平方向断面図（Ｂ部）
【図１－４】抗力型風車及び集風装置水平断面図（Ａ部）
【図１－５】抗力型翼部分拡大図
【図２－１】上部より見た機能概要図（Ｗ４－２－１）
【図３－１】大型（Ｗ４－２－２）
【図４－１】超大型（Ｗ４－２－３）
【図５－１】回転モーメント総和グラフ表示



(4) JP 2015-42871 A 2015.3.5

【図１－１】
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【図１－２】
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【図１－３】
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【図１－４】
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【図１－５】
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【図２－１】
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【図３－１】
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【図４－１】
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【図５－１】
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